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関する研究

江上　　徹

1．研究の目的と方法

1．1研究の目的

　今日の都市住居では戸建てか集合かを問わず，洋風の

居間＝リビングルーム（以下L）を持つ住戸プランが普

遍的なものとなり，それは日本人の住生活の中に充分定

着しつつあるかに見える。しかし，他方ではLに対する

批判的論議は依然として盛んであり，それはこの空間が
　　　　　　　　　実は我が国の住居に於ていまだ安定した位置を占めるに

至っていないことを暗示している。我が国の住居・住生

活の近代化の過程で，居間＝Lに関してはこれまで都合

3回の議論の高まりの時期があった。最初は大正時代の
　　　　　　　　　　生活改善運動の盛んな頃であり，次いで戦後のモダンリ

ビング，公私室型理念の展開の時期，そして3番目はオ

イルショック以降の近代・モダニズムヘの反省の時期，

つまり今日である注1)。前2回が居間＝Lを肯定的にと

らえ，それを積極的に日本の住居に導入・定着させよう

という方向であったのに対し，近年の議論はむしろLを

批判的・否定的に見るという所に特徴がある。

　このような批判的論議の中には，Living Roomが元々

欧米の近代化のプロセスで生まれたものであるという事

情もあってか，Lという空間やその計画理念は借り物で

ある，あるいは日本人の生活様式にはそぐわないのではな

いかといった意識とも絡まり，いわば清算主義的にそれ

らを否定する傾向も見られる。しかし，社会や生活様式

の近代化の起因や過程には，洋の東西を問わず共通した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　面も多く，欧米に源を持つということを以て単純にそれ

らを否定し去るべきではない。確かに現状のLやそこで

の生活には，又，モダンリビングや公私室型という理念

には幾つかの問題点があり，各々改善・修正を図るべき

であろう。そのための一つの方法は現実の空間や生活・意

識の把握・分析であるが，他方では先進国である欧米に

於けるLivi㎎Roomの成立や変化・発展から教えられる

点も少なくないと考える。モノだけではなく，文化の国

際交流も広まった今日，日本のLのゆくえを考える上で

は，こうした比較住居論的視点を含めた幅広い検討が必

要であろう。又，後述するように，日本のLの源とされ

る欧米のLiviｎg　Roomについても，その成立の時期やプ

ロセス等に関してはそれ程明確にされている訳ではない。
　　　　　　　　　　　　　　本研究は以上のような諸点に鑑み，いち早く近代化の

　　　　　道を歩んで来たイギリスの住居を対象として，そこでの

Living　Roomの成立過程やその後の変化・発展を明らか

にしようとするものである。

1．2研究の方法　－成立・起源への視点－

の意味は，まず何よりも次のような点にあると考える。

つまり，ある物事の本質は，それが誕生する，成立する

時点に，より純粋な形・ナマの姿で現われており，その

本質を把握する上で成立・起源の探求は有効であるとい

うことである。この意味では成立・起源に関する分析・

考察は変化・発展に関するそれよりも重要性を持つと言

える。むろん変化・発展にはそれなりの背景・要因があ

る訳て，特に大きな変化－例えは機能上の変化－　　は

いわば第二の誕生とも言え，充分注目に値しよう。

　物事の成立・起源を探る，ルーツを訪ねるというテー

マ，作業はそれ自体非常に魅力的なものであるが，注意

すべき点も少なくない。その一つは，起源のようないわ

ば“古さ”とは対極にある“新しさ”に大きな価値を置

く近代社会特有の傾向である。この傾向は近年のような
　　　　　　　　　　　　知の商品化時代にあっては益々強められ，少しでも“古

い’’起源を“新たに”発見することがより大きな価値を

持っているかのような感覚を生み出している。一般的に

物事が存在するようになる要因は，その始まり・成立に

先行的に生じるものであり，関連要因まで含めると時代
　　　　　的にはかなり遡れる可能性がある。又，それまで無かっ

たものがある形式を以て初めてこの世界に存在するよう

になる，始まるという面でも，旧来存在して未た諸形式

と全く無縁に新しい形式が生み出される可能性はゼロで

はないかも知れないが，それは非常に小さいと思われる。

多くの場合は旧来の形式（の一部）を借りたり，アレン

ジしたりして新形式が誕生するという道をたどるのでは

ないだろうか。そしてこの場合も，借りられた旧形式に

ついては，その関連形式を追って行けばある意味で無限

に遡れるとさえ言えよう。つまり，成立・起源の探求に

関しては，より古いものを新たに発見するということが

比較的可能であり，それがそうした作業の至上の課題に

なりがちである。しかし既にふれたように，物事の成

立・起源を探る本当の意味はその本質をとらえようとす
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 る所にあり，徒らにより古い起源発見の競争に陥らない

 ように注意すべきであろう。

 　これまでの我が国に於ても，欧米諸国のLiving　Room

 に関する論考は少なからずあった。イギスに対象をし
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ぼっても鈴木博之氏の「都市住宅を遡る＝・揺藍期の近代

 住宅」という先駆的論文があり，特に近年では翻訳を含

 めて幾つかの優れた成果が生み出されている。例えば東

 京大学香山研究室による「田園都市（Garden　Suburb）

 の計画とその住居形式に関する研究」及びそれを基礎と

 した片木篤氏の「イギリスの郊外住宅」やM．ジルアード

 の「英国のカントリー・ハウス」の訳川（森静子・ヒュ

 ーズ氏）等である。ただ，これらは庶民の作居に関する

 資料・論述も含まれているとはいえ，中産階級あるいは

 それ以上の住居に力点が置かれており，又Living　Room

 やその成立に焦点を合わせたものではなく，むしろデザ

 インや住宅地計画を含む幅広い領域を扱ったものである。

 　Living Roomの成立・起源ということになれば，緒局

 現在でも今和次郎氏が1950年代半ばに「リビングノレーム

 の誕生」で書いた説が広く流布しているということにな

 るだろう。それによると，今日のリビングルームはアメ

 リカに自生した住宅からの感化によるものであり、その

 アメリカの住宅のリビングルームは“ヨトロッパにおけ

 る15，16，17世紀の宗教改革の精神が，アメリカの家庭

 生活において，十分に伸びた結果”であると言われる。

 より具体的には，　（イギリスの）ピューリタン移住者の

 “自分も，家族も，隣人もすべて神の子で，同格の存在

 者”であり，“席に上下の別なく”，“客もわが家の家族と

 同席で”よいとする観念からリビングルームは生まれた

 とされる。正確に言えば，今氏白身はそうした観念から

 リビングルームという素朴な部屋が“生かされていった”

 と述べており，必ずしもそこで初めてリビングルームな

 る部屋が誕生したとは明言していない。ただ，“ものもの

 しい客間も食堂もないリビングルーム中心の間取りの型

 が着目された”のはアメリカに於てであることははっき

 りと書かれてあるし，“アメリカにおいて生育したリビン

 グルーム”といった表現も使われており，この今氏の説

 はリビングルームはアメリカのピューリタンの住宅に於

 て誕生したという内容で広まっているのである。このよ

 うに今氏の説は，Living Roomはアメリカで生まれたと

 いう内容にも受け取れるし，他方ではそれ以前のヨーロ

 ッパに既にLiving　Room，ないしLivi㎎ Room的空間

 があったとも解される。いずれの解釈をするにせよ，そ

 こではイギリスからの移住者が重く扱われている点に注

 目すべきであろう。つまり今氏の「リビングルームの誕

 生」に於ける認識を更に深める上でもイギリスの住居史

 を検討する必要があるということである。

 　以上の視点に立ち，本研究で基本的にとった方法は多

 くの文献資料の渉猟・検索・収集であるが，それに加え

 て実物展示を含めた博物館展示資料や現存する歴史的住

 居の見学・調査も採用した。後者は何よりも空間や生活

 用具を実感的にとらえる点で有効であった。文献資料に

 関しては主としてUCLのBartlett School of Architeture

 and　Pla㎜i㎎（7）図書館，RIBAの図書館，大英図書館を

 利用した。特に18世紀のものを含む古い文献については

 後二者所蔵の資料に負う所が大きい。博物館ではWelsh

 Folk　Museum，Weald＆DownlandOpenAir Museum，

 Geffrye　Museum，Iron　Bridge　Museum，Scotish

 Agricultural　Museum等の見学が直接的に役に立ったが，

 特にWelsh　Folk　Museum のGerallt D．Nash氏には農

 家住宅平面の歴史について貴重な御教示をいただいた。

 2．イギリス住居史の概要

 2．1中世の住居

 　前章で述べたように，今和次郎氏によればアメリカの
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リビングルームは15～17世紀のヨーロッパに於ける宗教

 改革の精神に基づくものであるとされる。しかし今回調

 べた限りでは，博物館や現存する歴史的住居といった実

 際の空間．Lでも，又，文献資料の上からも，18世紀より

 前のイギリスの住居に於てLiving　Roomという部屋を

 見つけることはできなかった。後述するように，Living

 Roomという室名がイギリス住居史上初めて登場するの

 は18世紀末のCottageに於てであるが，前章で指摘した

 ように，歴史上新たなものが生み出される際には旧形式

 の援用・借用という可能性は高く，それを生み出した要
 　　　　　　　　　 因はその前の時代に胚胎しているはずである。このよう

 な点を踏まえ，ここではLiving Roomが誕生する以前の

 イギリスの住屠について概観しておきたい。

 　18世紀以前のイギリスと言っても先史時代からの長い

 歴史がある訳だが，本研究との関連では中世以降の住居を

 見れば十分であると思われる。Tom　Hastie著の「Home

 Life」によれば，イギリス中世の住居はその階層によって

 三つに分けられる。the　Richの住居としてCastleがあり，

 Middle－Classの住居としてManor　House，そしてthePoor

 の住居としてはCottageである。これらのうち，最下層の

 Cottageはワンルームの住居であっただろうから室名は

 余り問題にはならない。残りのManor HouseとCastleに

 ついては空間分化はなされていたが，基本的に主居室は
 　　　　　　　　　 2室で構成されていた。即ちHallとChamberないしSolar

 である。CastleにはChapel等の付属空間が設けられる

 こともあり，Manor　Houseも含めて収納やサービス空

 間が付設されたが，基本的な居室は上記の2室である。
 　　　　　　　　　　　 　Hallは領主・主人と従者達の食事，従者達の就寝等の

 日常生活に使われたほか，儀式や裁判等の非日常的行事

 にも利用された。Solar，Chamberは領主・主人家族の生

 活の場であり，その機能的核は夫婦の就寝の場としての

 ものだが，食事や収納等も含めて多目的に使われた。日
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 本の住空間の特徴として転用性が取り上げられることが

 多く，それに対して西洋では各室の機能が固定している

 と考えがちだが，この時代は必ずしもそうではない。

 Hallでの食事にはtrestle　tableという可動式の卓が使

 用され，そこを就寝に使う時にはそれはコーナーへ納め

 られ，床には草等が敷かれたのである。Solarも上記のよ

 うに単に就寝に使われるだけではなかった。つまり中・

 上流階級の住居といえども基本的には2室に空間分化し

 ているだけであリ，その両室とも多目的に使われていた

 のである。そしていずれにせよ，この段階ではLiving

 Roomなる部屋は未だ生まれていない。

 2．2近世以降の中・上流階級の住居

 　時代が下るにつれて中・上流階級の住居では次第に機

 能分化・空間分化が進み，部屋数が増大して行った。貴族

 の住居はMansionやPalaceあるいはCountry　House等

 と呼ばれたが，中世末から近世・近代にかけてそこには実

 に多種多様な部屋が現われた。SolarないしChamberは

 Great　Chamberとなり，主人一家の食事はHallではなく

 主としてこの部屋で行われるようになった。初めはここ

 が寝室・居間も兼用していたのだが，次第に就寝機能が分

 離してBedRoomが形成された。GreatChamberの下には

 Parlourと呼ぶ部屋が設けられ，これも初期には就寝機能

 を持った内向きの部屋であったが，次第に格式張らない接

 客空間となり，GreatChamberが正式な食事や接客の空間

 となって行った。Great　Chamberとは別にWithdrawi㎎

 Chamberという居間が設けられることもあったが，この部

 屋も後世には接客室へと変化して行く。更に近世にはフラ

 ンスの影響もあって，SalonあるいはSab㎝と呼ばれる客

 問も現われる。そして接客や杜交が大規模化し，多様化す

 るにつれて，接客部分が上記の客間を中心としつっAnti－

 Chamberのような控えの間やCloset，Cabinetといった小

 ．室を併せ持った一つの室群となり，就寝用の空間もBed

 Roomを軸に　Dressing Room や Closet等が付属した室

 群となり，それらはLodgi㎎sやApartmentsと称された。

 　更に近世から近代にかけてはLibraryやMorning

 Room，Breakfast　Room等の家族の居間，集まり部屋が

 現われ，Billiard　Room，Card　Room，Smoking　Room，

 Conservatory，Gallery等様々な接客空間，趣味的空間が

 生まれた。かつて従者も含めたファミリィ全体の統合的空

 間であったHallはまず従者達の食事や就寝の場となり，

 次いで単なるEntrance　Hallへと縮小された。従者達は

 Hallから出て彼らだけの生活の場－Servant’s　Ha1lや

 Housekeeper’s　Room，Steward’s　Room，Servant’s

 Bed　Room　etc－で食事をしたり寝たりするようになっ

 た。表2－1はRobert　Kerr著の「The　Gent1eman’s

 House」に記載されている貴族住宅の諸室である。これで
 　　　　　　　　　　　　　　 も付属施設は除いたものであり，如何に多くの種類の部屋

 表2－1  「The　Gentleman’s　House」第2部に現われ
 る諸室

 区分1  区分2  室　名

 FAM皿■Y  DAY  DhingRoom，P虹1ourDhingRoom．
 APARTMENTS R00MS  Moming　Room，趾e砒ぶorLmcheon

 Room，Dmw㎞gRoom，Boudoi一，
 Libr町．B皿1i㎜1Room、
 Gendemm’sRoom，Study．
 Conse耐泣oワ，Smoldng　Room，
 G㎝Oem㎜Is　Odd　Room．
 叶iv娩F㎜ilySu他
 （Gentlemm’sS舳㎎Room，
 Lぶy’sSith㎎Room，Waiti㎎Room等）

 SLEEPING  0㎞h岬B記Room，
 ROOMS  0rdin町D祀ssing　Room，Ba血R00m，

 W娩rC1oset，W皿dm此Room．
 B刮chel〇一sB刮mom．
 Yomg　udy’s　Room，GuesfsSuite

 CHILDREMS  Day　Nu耐岬，NightN皿s町，
 R00MS  N岨s町Scul1町．Wa航αoset

 SUPPLEMENT一 α0水ROOm、レ伽0W，B汕ROOm．
 ARIES  W娩了Closet

 THOROUGH一  Poich，En㍍m㏄Hall，
 PARES  G町den　En血mce，Luggage　En行mce．

 G汕eW，Coπido一．P棚age，
 Cen位al　H汕，S刎oon，Vestibule，
 Lobby，　An屹Room，　Sωrc砥e

 STATE  S雌Dh㎞g　Room．
 R00MS  S鮒Dmw㎞gRoom．B州Room、

 Music　Room．Con㏄血Room．
 Priva屹The虹祀，G肥at　Libr皿y、
 Museum．S舳g汕eW．
 DomesticChapel

 DOMESTIC  1（ITCHEN  Kitchen，　SculleI＝y，　Pan虹y．　L肛de1一，
 0PHCES  0F刷CES  MeatLπd酊，Game　md　Fish　Lmier，

 P困町Room．Salt㎞g　Room．
 Smoki㎎House．Da吋

 UPPER  Butler’s　Pan仁y．　Sideboπd　Room，
 SERVANT’S  Housekeeper．s　Room，Still　Room，
 0PHCES  Sω肥Room，Chim　Closet，Sculle町，

 Ho㎎e　S屹w㎜’’s　Office．
 S把w紅d．s　Room，
 UpPer　Se耐㎜t．s　Ha1l，Gm　Room

 LOWER  Se耐㎜灼．H州，Housemaid’s　Clos的
 SERVANT’S  C1em㎞g　Room
 0FHCES

 LAUNDRY  W㏄hHouse，レm的，D軸㎎Room，
 OH可CES  Hot　Closet，Soi16d　Lhen　Clos的

 Linen　Room

 BAKERY＆  B北e　House．B祀w　House
 BREWERY
 OF阿CES

 CELLARS，  Coal　Ccn皿，WoodHouse．AshBin．
 STORAGE，  WineCellπ，BeerCellπ，I㏄House．
 0UTHOUSES  Lumber　Room，Luggage　Room，

 F11』it　Store，Cistcm　Cham㎞丁

 SERVANTS．  Servants’BedI＝ooIn，　Se1’vants’DayI．o011n
 PRIVATE
 R00MS

 があったかがわかるであろう。以上に述べた中世末から近

 世・近代にかけての変化の背景には以下のような諸点があ

 ったと考えられる。まず第一は既にふれた接客・社交の多

 様化である。中世には客は一堂に集まって一緒に同じ事を

 し，しかもそのパターンは似たり寄ったりであった。18世
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 紀以降はこれが様々な規模の社交的集い，舞踏会や音楽

 会，バーティ等々へと多様化して行った、接客空間の変化

 は主としてこの点に基づいている。第二に領主，主人一一家

 と従者達との生活の場の分離への要求である。そして第三

 はこの第二の理由とも関連していると思われるが，主居に

 於けるドメスティックな快適性への志向である。これは一

 方では中世の格式性，形式張った儀式性の否定となって現

 われたし，他方ではプライバシーの要求の高まりともなり，

 上記のような従者達の生活の場との分離につながった。

 　このように近世・近代初期の上流階級，中産階級の住

 居は著しく機能分化・空間分化を果たした訳だが，後述

 するようにその時代に実はこのクラスの住牌でも

 Living　Roomが登場するのである。しかし，上流階級，

 中産階級の住居に於てはこの部屋は主役の座にはつかな

 かった。と言うよりそうした階級の住肝の巾にはLiving

 Roomなる部屋が設けられること自体が，20世紀になる

 までは稀であったのである。

 □二田

 OpenHa11型  Cross－Passage型

 ［工1ヨコ

 Longhouse型

 　　　H」］　・

 …＿＿』＿■M」

 　Direct－Entry型

 2．3農家住宅

 　この章の冒頭で，イギリ又住宅史、ヒ初めてLiving

 Roomという部屋が登場するのは18枇紀末のCottage

 に於てであることを述べた。Cottageという概念は後世

 には非常に幅広い意味で使われるようになるが，元々は

 貧しい農民の住居のことであった。Royal　Commission

 on　the　Historica1Monument　of　England編の「HOUSE

 OF　THE　NORTH　YORK　MOORS」ではCottageに
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ついて“土地を所有していないか，持っていても僅かし

 かない庶民の住居”と簡潔に定義している。先に中世イ

 ギリスの住居をその階層によってCastle，Manor

 House，Cottageの三つに分けて説明したが，恐らく

 Manor　HouseとCottageの間にはFarmhouseといっ
 　　 概念で括れる住居が多数存在していたであろう。その上

 層部はMonor　Houseに，そして下層部はCottageにつ

 ながっていた。R．J．Brown著の「EnghishFarmhouses」

 には古い農家の例として12世紀のFirst　Floor　Houseuse が

 あげられている。居室の構成はHallとSolarであり，

 2．1で述べたManor　Houseと同じである。ただ，この夕
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． イプのように2階に主要な居室を配するものは稀であり，

 普通それは1階に置かれた。

 　中世から近世・近代にかけて，スコットランドも含め

 てイギリス国内では様々なタイプのFarmhouse，つまり

 農家がつくられた。それらは各地域の気候風土や建築材

 料，生活文化等々に対応して多様な形態をとったが，ま

 ず大きくは分割型と非分割型とに分けられる。前者は住

 棟内にPassage即ち通路があり，内部が2分割されてい

 るタイプであり，時代的にはこちらの方が古いものと言

 われる。後者はそのような通路がなく，外からはLobby

 を介して入るか，直接部屋へ入るというものである。又，

 Lobby－Entry型

 Doub1e－Pile型

 　　　・卜I‘まト1a川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・8y‘ユByr6
 　　　・PはPahour　　　　　　　　　　　　・MはMilkhα』se
 　　　・O．H．はO岬n　Hall　　　　　　　　　　・1〈はKld㎞
 　　　・Bは8uHe～　　　　　　　　　　　　　　　　・SvはSo～ico　Rαγn
 　　　’PanはPan炉y　　　　　　　　　　　　　・DRはDinhgRαom
 　　　・DはDd叩

 図2－1　農家住宅のプラン例

 　　　　　（「ENGLlSH　FARMHOUSES」より作図）
 　　　　　（Open　Hal1型からLonghouse型までが分割型，Lobby－
 　　　　　Entry型，Direct－Entry型は非分割型〕

 元未農家は構造的な制約から居室一つ分の奥行しか持た

 なかったが，近世に入るとDoublePileと呼ばれる2居

 室分の奥行を持つタイプが現われた。（図2－1）

 　中世から近世にかけての農家の主要居室はHall（地方

 によってはHouseと呼ばれた）とParlourである。Hall

 は既に述べたようにその農家の主人一家の食事を中心と

 する多様な生活の場であった。調理もそこで行われたし，

 接客もなされたであろう。従者，召使いがいる場合には彼

 らにとってもHallが生活の場であった。これに対して

 Parlourはより内向きの部屋であり，元々は家族の女性メ

 ンバーの寝室兼居間であったが，主人夫婦の生活の場と

 なることもあり，収穫物を収納したり，屋内作業に使われ

 たりもした。又，農家の1階にはこれらのほかにサービス

 空間が付設されることも多かった。上記の分割型の農家

 は，このサービス空間とHall，Parlour等の居室の間に

 Passageを設けるというのが普通である。ただ，このサー

 ビス空間はButteryやPantry等の食品の貯蔵を主目的

 とするものであり，調理はHallでなされていたのであ

 る。分割型の農家の中には家畜飼育スペース（Byre）等を

 住棟内に持つものがあり，それは必然的に住棟が長くな

 るためLonghouseやLinearHouseと名付けられている。

 　近世初期までは炉があるのはHallのみであり，そこが

 まさに農家の中心的空間であり，吹抜けとなっていた

 （Open　Hall）。時代が下るにつれて2階の床が張られて

 Chamber－寝室や収納空間として利用－が生まれ，炉
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 もOpen　Hearthから煙突付きの暖炉となってParlourや

 主なChamberにも設けられるようになった。この頃にな

 ると就寝機能はChamberに担われ，Par1ourは家族の居

 間や接客の空問となって行った。そしてHallはKitchen

 ないしHall－Kitchenとなり，次いでEntranceHallへと

 変化した。17世紀の後半にはDoube　Pile型の農家が登場
 　　　　　　　　　　　　　 するが，このタイプでは住居の裏側にKitchenを含む2室

 のサービス空間が設けられたため，HallあるいはHall－

 KitchenはDining　Roomへと変化した。以上のような歴

 史的な変化は，多様な生活の場であったHallやParlour

 から就寝機能及び調理等のサービス機能を分離したいと

 いう要求に基づいていたと考えられる。前掲の「HOUSE

 OF　THE　NORTH　YORK　MOORS」では“就寝が

 Par1ourからChamberへ移されたように，Sittingは

 Forehouse（Ha1lの別名）注2)からParlourへ，食品の保存

 や準備もForehouseからDairyやPantry，Scul1eryへ，

 そして最後に調理はKitchenへ”と述べられている。

 　以上のようにイギリスの農家は時代や地域によってか

 なり多様な形態，プランを持っている訳だが，そこには

 Living　Roomという部屋は無い。少なくとも18世紀より

 前の農家ではそうである。ただ，空間分化が進んでいな

 い中世から近世初期のHaｌlや近世のHa1l－Kitchenは

 機能的にはLiving　Roomに近いものがあったと考えら

 れる。「HOUSE　OF　THE　NORTH　YORK　MOORS」

 には“18世紀に於ける寝室の増加によってParlourの中

 のあるものはSitting　Roomになり，そのことは必然的

 にForehouseの使用にも変化を与えた。又，18世紀から

 19世紀にかけて調理はKitchenでなされるようになり，

 Forehouseはもう一つのSitting　Roomとなり，（食事は

 この部屋でなされた。）……………J．Tukeは1800年に

 HouseをLiving　Roomとして定義した”旨の記述がある。

 3．Living　Room の成立と変化・発展

 3.1　Cottageに於けるLiving　Roomの成立

 　前章で述べたようにイギリスの最下層の人々の住居は

 Cottageと呼ばれるものであった。ValeriePorterは

 「LIFE　BEHIND　THE　COTTAGE　DOOR」の中で“本

 当のCottageはワンルームとして生まれた。それはすぐ

 に利用できる材料によってつくられた壁と屋根を持った

 シェルターであり，壁を節約し，床面のすきま風を減ら

 し，かつ座面用の土壇をつくり出すために床面を掘り下

 げていた。それは必要性や利便性に基づき次第に発展し，

 一数百年をかけて水準を上げて行ったが，基本的には19世

 紀に至るまで小規模で質素な避難所であった。そこに住

 む人々は多くの時間を屋外の労働で過ごし，休息や食事，

 だんらん，そして子どもを産むために屋内で過ごす数時

 間が必要だっただけである”と記している。Christopher

 Powellも「Discovering　Cottage　Architecture」の中で，

 それが炭焼き小屋や一夜隈りのシェルターと大して違わ

 ないものであり，その居住者は多くの時間を屋外で過ご

 したと述べている。又，前章でも参照した「HOUSE

 OF　THE　NORTH　YORK　MOORS」には18世紀末の

 Cottageについて次のようなJohn　Tukeの著書（1800年

 に書かれたもの）からの引用を基本とした記述がある。

 “（それらは）概して小さく軒が低いワンルームから成っ

 ている。まれに2室のものもあるが，両者とも床はG．L．

 と同レベルであり，時々中に階段がある。そんな状態だか

 ら，とTukeは記している。そこは湿気があり，その狭さ

 と相まって居住者の健康を害している。しかし，多くの家

 族はしばしばそうした所に住まざるを得ないのである。

 似たような低い水準は19世紀一杯続いた。……………

 Danbyには似たような二つのCottageがあった。両者と

 もワンルームでロフトがなく，その中の一方は約4ヤード

 四方であった。どちらも居住者にはプライバシーはなく，

 そこにはある時には23人もの人が住んでいたのである。”

 　つまり，中世から近世に至るまでCottageは基本的に

 つくりが粗末で狭いワンルームの住居であったというこ

 とである。そしてそれは前章でも述べたように土地を全

 く持たない農場労働者か，持っていたとしても僅かしか

 ない小農の住居であった。こうした貧しい農民はもちろ

 ん中世から存在していた訳だが，近世に入りかなり増加
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわゆる したと考えられる。その主要因の一つは所謂囲い込みで

 あった。最初の囲い込みは16世紀であるが，更に大規模

 な囲い込みが展開されたのは18世紀である。アラン・マ

 クファーレンは「資本主義の文化」（常行敏夫他訳）の中

 で，“トー二一以後に書かれたほとんどの社会史の中心的

 テーマの一つは，18世紀になれば身分ではなく「階級」

 について語りうるほどに深まった絶対的な分裂の進行の

 しかたについてであった。……………アールズ・コーン

 についても16世紀初めと18世紀末の土地所有の分布を比

 較すれば，社会的分化の増大というこの考え方が正しい

 ことがわかる’’と述べ，ウィグストンという地区を取り

 上げて“1766年の土地測量の時までに村は完全に両極へ

 分化し，少数の富裕者と土地を持たない無数の労働者に

 分解したのである”と指摘している。

 　このような持てる者と持たざる者との両極分解という

 矛盾が広がる一方で，18世紀のイギリスは前世紀後半か

 らの商業革命，農業技術の改良等によって輸出高は大幅

 に伸び，人口も急増するという豊かな時代を迎えていた。

 そうした状況下でこの世紀の後半には幾人かの農学者や

 建築家がCottageあるいはCottagerの現状を批判的に

 考察し，その改善を訴える著作を世に問うようになった。

 その中で最初にCottageのプランを提示したのは

 Nathaniel　Kentであった。1775年に出版された「HINTS

 TO　GENTLEMEN　OF　LANDED　PROPERTY」は基

 本的には農場経営の本と言ってよいと思われるが，その
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 中にCottageの改良についての一章が設けられている。

 そこで彼は農場労働者を社会の中で最も価値のあるメン

 バーであり，その存在無しでは土地を所有するに値しな

 いとし，それ故彼らの環境が考慮されなければならない

 と訴えている。そして現状のCottageの不健康さを指摘

 しつつ次のように述べている。“夫と妻，そして半ダース

 もの子ども達が一つの部屋の中で皆一緒に寝なければな

 らないというのはショッキングなことである。否，それ

 どころか妻には出産の際のプライベートな場所さえ無い

 のである。これは不快に感じられるかも知れないが誇張

 ではない。’’更に彼はこうした現状への批判に引き続い

 てCottageの改良案を提示している。つまり，“必要なの

 は以下のようなものである。貧しい居住者がつましい食

 事をとるための暖かく快遭で質素な部屋。パンを焼くオ

 ーブン。僅かのビールや食料を貯蔵する容器。そして健

 康的な2つの寝室。その一方は夫婦のためのものであり，

 他方は子ども達用である。もし男子用と女子用に分ける

 ことが出来ればもっときちんとしたものになるであろう。

 しかしこれは建設費をアップさせるし，実質的にはそれ

 程の必要性を持たない。というのは男の子はある年齢に

 なれば農家に仕事先を見つけるからである”として図

 3－1に示すようなプランを提示しているのである。

 　ここで非常に興味深いのは，上の引用で居住者が食事

 をとる所と説明されている部屋の名称がPrincipal

 Roomとなっている点である。この部屋は恐らく食事だ

 けではなく，就寝を除く様々な行為の場となることが想

 定されていたと考えられる。それ故，prindpal Roomと

 名付けられているのであろう。そしてこれはこのすぐ後

 に登場するLiving　Roomとほぼ同じ部屋なのである。

 　Kentは農学者，土地鑑定士であり，上記の著書も

 Cottageをメインテーマとしたものではなかった。イギリ

 スで初めてCottageの改良を主題として書かれ，その後

 のパターンブックの先駆ともなったのはJohn　Woodの

 「SERIES　OF　PLANS　FOR　COTTAGES　OR

 HABITATIONS」（1781年）である。WoodはあのBath

 のRoyal　Crescentを設計した著名な建築家であるが，彼

 の目は一方では貧しい人々の住まいにも向けられていた。

 彼はその前書きで，この本を書くきっかけになったのは

 幾人かのジェントルマン達との間で交わしたCottageの

 悲惨な現状についての会話であったと述べている。しば

 らくしてからその会話をふり返った時，それまでに1人

 の建築家もCottageのための改良プランを公にしていな

 いことに気づき，彼自身がその仕事に向かうことになっ

 たのである。彼はこの主題を十分にこなすためには彼自

 身がCottagerの立場で様々なことを感じとることが必

 要であると考え，実際に彼らの所へ赴き，要求を尋ねたの

 であった。当時のCottageの悲惨な状態を目の当たりに

 したWoodはその建設のための七つの原則を提起した。

 α”肌〃6■　五伽〃篶

 伽伽　　・脇脇　　　励肋
 あ地6吻
 ”伽ク　　刎海劣狽1　　泌μ勿〃・
 松

 脇”
 　　　”　　〃 ‘脇6幽n
 ”伽勿　1
 〆、

 脇灘肋汐滋繊該鰯梯繊伽・

 図3－1

 　　　　後κ肋刎滋蛾o篶

 N．Kent提案のCottage
 （「H1NTSTOGENTLEMEN　OF　LANDED　PROPERTY」より）

 図3－2  J．Wood提案のCottage
 （「SERlES　OF　PLANS　FOR　COTTAGEEOR　HAV1TATlONS」
 より）

 その七つの原則は要約すれば以下のようなものである。

 （1）乾いていて健康的である

 　（2）暖かく，明るく，快適である

 　（3）便利である

 　（4）内法幅は最大でも12フィート以下とする

 　（5）2戸ペアで建設する

 　（6）最上の材料で堅固につくる

 　（7）各々のサイズに合わせて庭をあてがう

 　そして，ワンルームのCottageから4室のそれまで四つ

 のクラスに分けて50近いプランとエレベーションを提示

 している。ここでは図3－2にその例をあげているが，そ

 こではBed　RoomやPorch，Pantry，Washp1ace，Privy

 等々には具体的な室名が付けられているのに対し，図内の
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 紗・　　鯵亀　　　　轡働　　　o

 図3－3　D．Laing提案のCottage　　　図3－4
 　　　　　（「HlNTS　FOR　DWELL1NG」より）

 D．Laing提案のLodge　　　　　図3－5　J．Plaw提案のLodge
 （「HlNTS　FOR　DWELLlNG」より）（「FERME　ORNEE　OR　RULAL　lMPROVEMENTS」）

 記号Bで示されている大きな部屋はほとんどの場合，単に

 Roomと呼ばれているだけである。ただ，中にほんの数例

 だけDwelling　Roomという言葉で説明されているものが

 ある。プラン例の中には図3－2の右図のように，Bed

 Roomに加えてこの部屋の中にもベッドを置くものがあ

 ったり，家内労働の場ともなるといった説明もあり，かな

 り多様な使われ方を想定した部屋であると言えよう。ここ

 でもLivi㎎Roomという室名は未だ現われていないが，

 このDwelling　Roomという室名がLiving　Roomとほぼ

 同じ意味で使われていたことは図3－3，4を見ればわか

 ることである、、これは建築家，測量士であったDavid

 Laingが1800年に公刊した「HINTSFORDWELLINGS」

 からとったものである。この本の中では既にLivi㎎Room

 という言葉が頻繁に使われているが，図に示されるように

 ほとんど同じ形式の部屋に一方ではLivi㎎Room，他方で

 はDwelling　Roomという室名が記され，更に図では

 Living　Roomになっているのに説明文ではDwelling

 Roomとなっているものもあり，この両者がほぼ同じ内容

 の意味，イメージを持っていたことを証明している。

 　LivingRo㎝ という室名が初めて登場するのは，1795年

 に出版された建築家John　Plawの「FERME　ORNEE，

 OR　Rural　lmprovements」に於てであった。この本は

 CottageからFamrhouse，Villa，更にはGateやFence

 までを含む農場施設のパターンブックである。興味深いのは

 この中の小規模な住居でのみLiving　Roomという室名が

 使われている点である。例えば“VILLA　IN　THE　COT・

 TAGE　STYLE”とタイトルを付けられた住居の1階には

 Best　Parlour，Common　Parlour，Kitchen，Bedroom，

 Dressing　Ro㎝α，Powder　Room，Store　Closet等がある

 し，“FARM　HOUSE”でもParlour，Kitchen，Mens

 Kitchen，Pantry，Dairy，Cellarが1階にとられている。

 これに対し，CottageやLodgeのような小規模な住居には

 図3－5に示すようにLiving　Roomという部屋が設けら

 れているのである。このことは機能分化・空間分化が一定可

 能な規模ではParlour やKitchenというFarmhouseの

 伝統から来る部屋が想定されているのに対し，それが困難な

 規模では就寝やある種のサービス機能を担う部屋のほかは

 欄二
 尋1，1I．801一

 泌磁〃〃刎肺 ”顯・淡

 瀦鰍肋生
 〃一舳滋

 肋．棚

 擦霧

 　　　　　　　　κ’み1．后｛岬、
 　　　　　　　　〃π’φ 汐〃次〃〃4　　　　　　ノ ク”燃

 図3－6  R．Elsam提案のCOttage
 （「H1NTS　FOR　lMPROVlNG　THE　COND1TlON　OF　Tト1E
 PEASANTRY」より）

 1室として，それにLivingRoomという名前を付している

 ことを示している。そしてこの点ではこの部屋はKentの

 PrincipalRoomやWood，LaingのDweili㎎ Roomと

 同じなのである。更に，このような部屋は時にはKitchenと

 も呼ばれていた。図3－6は建築家のRichard　Elsamが

 1816年に著わした「HINTS　FOR　IMPROVING　THE

 CONDITION　OF　THE　PEASANTRY」のものである。

 彼はこの本の中で，小農の家族は休一息、の時間はたいてい

 kitchenで過ごさざるを得ないのだから，この部屋は条件が

 許す隈り大きくすることが必要であると書いている。更に続

 けてそこが家族のだんらんや屋内の作業のための部屋であ

 り，できるだけ光を採り入れるべき点及ひ、調理のための炉

 格子やオーブン，ボイラーを備えた暖炉を設けるべきである

 こと，そしてそれが燃料の節約にもなることを指摘している。

 　以上のことからイギリスの住居に於けるLiving

 Roomの成立については次のようにまとめることができ

 るであろう。即ち，18世紀後半からのCottage改善の動
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 きの中で，就寝機能と幾らかのサービス機能を除いた，

 非常に多様な生活行為の場としての部屋が生まれ，それ

 がLivingRoomと呼ばれたということである。当初この

 部屋はPrincipal　RoomやDwelling　Room等と呼ばれ

 ることもあったが，19世紀に入るとほとんどLiving

 Roomという呼称に収束して行った。又，ここで注意し

 ておくべきことは，R．Elsamの“Kitchen”という用語に

 端的に示されるように，そこが調理の場でもあったとい

 うことである。これは我々が今日リビングルームという

 言葉でイメージする空間・機能とはかなり違う点である。

 3．2上流階級の住居に於けるLiving　Roomの登場

 　上述したように18世紀後半から19世紀にかけては，博

 愛主義あるいは社会改良主義的観点からの住居改善の動

 きが活発化した訳だが，この時代にはデザイン，芸術の

 上でもPicturesqueと呼ばれる新しい動きが現われた。

 Picturesqueは様々な側面を持っているが，その本質は

 ロマン主義・白然主義にあると考えられる。そしてこの

 ことは必然的にそれが古典主義への批判ないし否定を伴

 うものであることを示している。Sutherland Lyallは

 「DREAM　COTTAGES」の中で“建築に於ては，

 Picturesqueは過去の古典．主義的ジョージアン様式とと

 もに，それ自身完全に自律的であるとされて来た比例や

 言語，文法，シンタックスといった古典主義の秘義をほ

 ぼ完全に拒絶した”と書いている。そこまで徹底したも

 のであるか否かは別として，確かにそれは17世紀からの

 古典主義への批判を内包していたのである。そしてここ

 で大事なことは，このPicturesqueの思想が農園や

 Cottageのデザインとも深く関連していた点である。

 John　Woodfordeによれば“18世紀後半のある地主にと

 っては，それがPicturesqueの原則にのっとって芸術的に
 　　　　　　 見える限りに於て，Cottageの建設は魅力あるものであっ

 た。流行の絵画のごとくに見えるように農場や庭園をデ

 ザインし直すことが一つのファッションとなった”という。

 　Cottage等に関するパターンブックの出版も一面ではこ

 のようなPicturesqueとの関連を持っていた。J．Woodの

 デザインは図3－2に示したように古典主義的であるが，

 J，PlawやR．Elsamのデザインは多分に picturesque的

 である。このような動きの中でCottageを美学的にとらえ

 る見方が強まり，19世紀にはかなりの規模の住居にまで

 Cottageという言葉を使うようになって行く。例えば

 ParlourやSitting　Roomに加え，LibraryやBusiness

 Roomまであるような住居にさえCottageという名称を

 付したりしている。そして一方ではこれとは逆方向の動きと

 でも言えるような現象が見られるのである。それは上流階級

 の住居の中にLiving　Roomが登場するということである。

 図3－7はランドスケープアーキテクトの先駆者であった

 Humphry　Reptonの「FRAGMENTS　ON　THE

 ギ’

 ム

 ノlzl二！

 　〃’〃’〃．〃
 　　κ“一”’

 1！”’〃．ψ

 ’．〃”〃

 図3－7　H．Repton設計の邸宅のプラン
 　　　　（「FRAGMENTS　ON　THE　THEORY　AND　PRACT1CE　OF
 　　　　LANDSCAP1三GARDENlNG」より）

 THEORY　AND　PRACTICE　OF　LANDSCAPE

 GARDENINＧ」（1816年）からとったものである。これは

 SHERRINGHAM　BOWERと名付けられた邸宅である

 が，その1階にはHall，Par1our，Dining　Roomとともに

 Recessを持った大きなLivingRoomが置かれている。こ

 の住居の計画についてReptonは，適切さ，周辺環境への対

 応，想定される生活様式について考えることが．重要であり，

 快適に生活できるのは大きな住居ではなく大きな部屋であ

 るとした上で，この規模の住居で必要とされる部屋に関して

 は“第一に，本や楽器やテーブル，そして現代的な快適さや

 生活習慣にとって必要とされるあらゆるものを備えた一つ

 の大きなLiving　Room’’と述べ，以下Eating　Room，

 Enrance，Parlour，Gentleman’s　Own　Room，Lady’s

 OwnRoom，Nurseryの6室をあげている。Reptonはこ

 れ以外にも何箇所かでLiving　Roomに関する彼の考えを

 表明している。多少冗長になるが以下に引用してみたい。

 　“これらの部崖はLibraryやSaoon，MusicRoomや

 Breakfast　roomと呼ばれている。しかしそれらが一緒

 に並べられた場合には事実上一つの大きな部屋を形成す

 るのである。そしてそれはLivingRoomと呼ばれるのが

 より適切であろう。なぜなら昔日のシーダー材の

 Parlourを尊ぶ人々を除いてDrawing－roomはもはや

 保有されないからである。”

 　“最新の現代的習慣はLibraryを総合的なLivi㎎

 Roomとして使うことである。かつてはBestParlourと
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 呼ばれ，近年ではDrawing－roomと呼ばれた貴賓室の類

 いは，今ではたいてい完全に閉められて陰気な場所にな

 っており，客に対してフォーマルで冷たい接客をする時

 に開けられるだけである。しかし，もしそれらがオープ

 ンにまとめられ，その中の2室が同じ力一ペットやカー

 テン等で仕．上げられるなら，それはある意味でワンルー

 ムとなる。そしてソファといすと力一ドテーブルしかな

 かった部屋に本や楽器が入ればその楽しみは広がる。”
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 　以上のような引用を貫いているReptonの姿勢は一口

 で言えば合理主義であろう。建築史家のJohn　Archerに

 よれば彼はfitness=合目的性について論議をした最初

 のイギリスの建築家である。彼はfitnessとは快適性，利

 便性，そして住む人の必要へのデザイン的適応を含むも

 のであると説明している。Rept㎝のこのような合理的

 思考が，余り利用されない，フォーマルで冷たい接客の

 場である客室部分の重視から，日常生活も含めた総合的

 で広いLiving　Roomの提案へと向かわせたのだと考え

 られる。又，古いフォーマリズム，格式的接客の否定に

 は，よりくだけた形式を求めたPiCtureSqueの影響もあ

 ったであろう。いずれにせよ19世紀の初期にはこうして

 上流階級の住居に於てもLiving　Roomが登場したのだ

 が，19世紀はおろか20世紀の前半に至るまでこれはこの

 階級の住居に大きな広がりを持つことはできなかった。

 BR

 LR

 BR

 O　　O

 3．3　Living　Roomの普及

 　前節の終りに上流階級の住居ではLiving　Roomはす

 ぐには広まらなかったと述べた。例えば前掲の「The

 Gent1eman’sHouse」はLivingRoomについて全くふれ

 ていないし，Jill Franklin 著の「The　Gentleman’s

 Country　House　and　its　Plan1835－1914」には70もの邸

 宅のプランが掲載されているが，Living　Roomを持つも

 のは皆無である。では庶民の住宅ではどうだったのであ

 ろうか。18世紀後半からの産業革命は都市への人口流入

 を加速度的に増大させて行った。青山信吉ほか編の「概説

 イギリス史」によれば，“1700年頃にはイギリス人は4人

 中3人までが農村に住んでいたが，1851年の国勢調査で

 は「農村」人□と都市のそれとがほぼ等しくなった”とさ

 れる。このような杜会的変動の下では，農場労働者の

 Cottageだけではなく，都市の労働者や鉱山労働者のため

 の住居をどうするかが大きな課題となる。農民，農業従事

 考の住居がワンルームのCottageからFarmhouseまで様々

 であったのと同様に，都市の労働者の住居にも大きな多

 様性があった。その中で最下層に属するものはCellarと

 呼ばれる地下の1室住居や短期居住者のためのLodging

 Houseてある。後者は寝室　　ワンベットたけてはなく

 大部屋のタイプもある　　と共用部分とから成る一種の

 共同住宅で，食事やコミュニケーション用の部屋があり，

 Common Room や Living Roomという名で呼ばれてい

 た。しかしこれは一家族用のものではなく，前節までの

 Living　Roomとはやや性格を異にするものである。

 　Cellar や Lodgi㎎ はある意味では特殊な形式であり，

 より一般的なものとしてはTenement　Houseと呼ばれる

 共同住宅や Rowhouse あるいは Terraced　House等の連

 続建ての集合住宅がある。Tenement　Houseという言葉は

 古くは非常に幅広い意味で使われていたようだが，19世紀

 には2階建て以上の住居で，かつ共用のエントランスと階

 図3－8　Tenement　Houseの例
 　　　　　（「THE　DWELL1NGS　OF　THE　LABOuRlNG　CLASSES」
 　　　　より作図）

 　　　　　・LRはLiving　Room
 　　　　　・BRはBedroom
 　　　　　・Sc工まScullery

 BR  BR  LR  Ce11ar

 図3－9　Back－to－Backの例

 　　　　　（「A　Socia1History　of　Housing1815－1985」より作図）

 段によって各住戸にアクセスする共同住宅を指すように

 なった（図3－8）。それ故同じくTenement　Houseと言っ

 てもワンルームの住戸からDrawing　RoomやParlour，

 Dining　Roomまでを有する豪華なものまでかなりのバラ

 エティがあるが，庶民用のものとしては2～3室のタイプ

 が多い。その主要な居室はLiving　RoomとBedRoomで

 あり，それにScullery等のサービス空間が付設されてい

 る。連続建て住宅の中で最も規模が小さいものはBack－to

 －Backと呼ばれる棟割り長崖である（図3－9）。ただ日本

 の棟割り長屋のような平屋ではなく，複数階のものが普通

 である。ここでも住戸内部は1階のLiving　Roomと上階

 のBedroomとに分かれるだけである。オモテからウラま

 でを一つの住戸で使用する普通の連続建ては一般にTer－

 raced　Houseと呼ばれている。これにも様々な規模がある

 が4室前後のものが多い。その室構成を見ると大きくは二

 つの型に分けられる。一つはParlourとKitchenとBed－

 roomから成るものであり，もう一つはLiving　Roomと

 Scullery と Bedroomから成るタイプである。住戸規模は

 ほとんどの場合後者の方が小さい。後者では調理を含む多

 様な行為がLivi㎎　Roomでなされる訳で，農村のCot－

 tageに於けるLivingRoomと同じである。表3－1は19

 世紀の労働者住宅に関する三つの著書に掲載されている
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  住戸プラン（CellarやLodgingは除く）の室構成を兇たも

  のである。これによると小規模のものはLiving　Roomと

  寝室から成り，それよりやや大きくなるとSculleryが付く

  ようになり，更にその上にはParlourあるいはLiving

  RoomとKitchenと寝室とから成るタイブがあることが

  読みとれる。いずれにせよ，LivingRoomを持つプランが

  圧倒的に多い。又，表3－2は雑誌「TheBuilder」を1845
  　　　　  年から5年毎に取り上げ，その1年間に掲載された住宅の

  プランを調べたデータに基づくものである。ここでは1895

  年までの労働者，一般市民の住居と考えられるもののみを

  対象としているが，この表からも19－1北紀にはそうした階層

  の住居にLiving　Roomがかなり普及して行ったことがわ

  かる。

  3．4　Living　Roomの変化・発展

  　上述したように，19世紀には農場労働者のCottageだ

  けではなく都市の労働者住宅の中にもLiving　Roomが

  普及して行った。しかしその一方では依然としてParlour

  を持つ住居が根強く存在していた。特にそれは熟練工等

  の労働者階級の上層部，あるいは19世紀後半から増加し

  た下層中流階級の住居に於て顕著であった。そしてこの

  ことは労働者一般の住居観，住意識にも反映された。

  AnthonyQuineyの「HOUSE AND Home」によれば，
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  19世紀を通してParlourを持つことは労働L打の間でも羨

  望の的であった。つまりそれは彼らにとっては成功や社

  会的地位を示すシンボルだったのである。parlourはちょ

  うど我が国の座敷のように，住居の中の聖域であり，侵す

  べからざる空間であった。彼らはParlourを飾り立てる

  ために生活を切り詰めることさえしたと言われるが，そ

  の部屋を使うことは余り無かったようである。そこは例

  えば親戚をもてなしたり，結婚のお祝いをしたり，遺体を

  安置して死を悲しんだり，ごちそうを食べたりするのに

  使われたが，それが終われば火は消され，ブラインドは下

  ろされ，ドアも閉められて次の機会を待つだけであった。

  このParlourは住居のオモテ側に配されたため，間口の

  狭い都市の住居では必然的にそのウラにKitchenないし

  Living　Roomが配されることになる。更にその先には

  Scullery等のサービス空間が設けられるため，図3－10

  に示すようにウラの部屋の採光・通風条件は悪くなる。と

  ころが実際はこの部屋こそが食事や調理，暖炉の前での

  沐浴，雨の日の遊び等，家族の様々な行為に活発に使われ，

  更にそこは友人達が気軽に談笑に立ち寄る部屋であった。

  　つまり，労働者階級上層部ないし下層中流階級の住居，
  　　　　　　　　　  あるいは労働者階級が憧れる住居は，余り使われていな

  いPar1ourがオモテを占領し，多目的かつ活発に使われ

  るLivingRoomやKitchenが条件の悪いウラに置かれ

  るという形式をとっていたのである。しかし，20世紀の

  初頭にはこのようなプランを批判的にとらえ，新たな意

  表3－1　19世紀の労働考住宅の室構成

  ¥¥ ~~; ~~ #;i~   The Dwelling of the Labouring aasses   Homes of the Working Classes   Working~lass Housing in 19th~entury Britain 

  LR(+BR)   4   7 

  LR+Sc(+BR)   6   21   lO 

  LR+K(+BR)   2   5 

  P+K(+BR)   5   l 

  ~ a)rt!!   l   l 

  注〕　LRはLivingRoom，BRはB㎞oom，ScはS㎝l1町、KはKitch㎝，
  　　PはP町1ou了を示す

  表3－2

  　住宅の種頚
  LRの

  有η

  無し

  「The　Builder」掲載のプランからみたLiving
  Roomの有無（19世紀）

  Co伽g6

  4

  LR

  Sc

  Doub1e
  Cot晦6

  BR

  丁研mced
  Hou㏄

  BR

  5

  BR

  Tenement
  HOu㏄

  12

  図3－10典型的なテラスハウスのプラン

  　　　　　（「THE　NATlONAL　TRuST　BOOK　OF　THE　ENGLlSH
  　　　　HOuSE」より作図）

  味付け・内容を持ったLivi㎎Roomを提唱する動きが現

  われた。建築家・都市計画家のRaymond　Unwinは1902

  年に「COTTAGE PLANS AND COMMON　SENSE」

  という論文の中で次のように述べている。“人類が初めて

  住居というものに住み始めた時，それは1室から成って

  いた。Cottageのデザインで最も重要な点は，現在でも昼

  間はワンルームで生活しているということである。この

  部屋はその意味を明確にする上で適切にもLiving

  Roomと呼ぱれている。ほとんどの場合主婦は一部屋以

  上を常時使用するエネルギーも時間も持たないし，暖房
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 のコストから言っても1年の大半は別の部屋を使うとい

 うことがないだろう。それ故，このLiving Roomは最も

 よく使われるし，いつも住まいの中心的部屋なのである。

 ここでは沢山の家事や仕事がなされるだろうし，食事が

 用意され，食べられるであろう。更に子どもはそこで遊

 び，家族全員が長い夜の時間をしばしばここで一緒に過

 ごすであろう。Cottageのデザインでまず最初に考えな

 ければならないことは，広々として便利で快適なLiving
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 Roomをつくり出すことである。それは日の当たる側に

 面させ，気持ちの良い眺望を持っていなければならない。

 そこは伸び伸びとでき，自由に動き回れ，作業に便利で

 あり，休憩にも適した場であるべきである。それは調理

 用のストーブを持ち，十分な収納家具を明るく便利な所

 に持たなければならない。…………たとえParlourが

 どれ程望まれようとも，それは健康や家族生活にとって

 必要であるとは言えないし，これまで考察して来た諸室

 と比べて重要であるとは言えない。どの住居にも十分に

 健康的で明るく，便利で広いLivi㎎Roomが設けられる

 までは，この毎日，毎時間使われるであろうLivi㎎

 Roomのスペースを割いて，1週間に1～2回しか使われ

 ないParlourを設けるのは何よりも愚かなことである。”

 　この引用文の前半に述べられているLiving　Room及び

 そこでの生活についてのイメージは，18世紀末のCottage

 に誕生したLiving　Roomとは質的に異なっているように

 思われる。つまり後者は無秩序なワンルームの生活から就

 寝機能を分離させ，生活の秩序化を図るという所にまず力

 点があり，いわば残った空間としてLiving　Roomがある

 のである。だからこそJ．Woodはほとんどのケースでその

 部屋を単に“Room”と呼んでいるのであろう。それに比較

 すればUnwinのLiving　Roomはずっと豊かなものにな

 っている。その具体例は図3－11に示すようなものであ

 る。これはUnwinがそのパートナーであるBallyParker

 とともに1901年に，York郊外にあるNewEarswickの工

 場労働者のための住宅建設に際して提示したプランであ

 る。彼らはそれまでウラに詰め込まれていたScullery等を

 主要な位置に移し，同時にオモテとウラの2室としてとら

 れていたParlourとLivingRoomないしKitchenを1

 室にまとめ，広く，明るく，風通しの良い新しいタイプの

 Living　Roomとして設けたのである。これはもうほとんど

 現代のLiving　Roomと同じもののように見える。しかし，

 既に引用したUnWinの文章に明確に示されているように，

 そこは依然として主たる調理の場でもあったのである。

 　UnWin等の提案はこの後すぐに受け入れられて行った

 訳ではない。彼自身がその委員会のメンバーでもあった

 1918年の「TudorWalters　Report」注3)に見られるように，

 Parlourへの要求は政府の住宅基準に関する文書の中でも

 認められた。JohnBumettの「ASocial　HistoryofHousing

 1815－1985」によれば，第一次世界大戦後に緊急に建設さ

 CI] 

 Sc 
 o  BR  BR 

 LR 

 BR 
 o 

 図3－11R．Unwin等が提案したテラスハウスのプラン

 　　　　（「THE　NATlONAL　TRUST　BOOK　OF　THE　ENGLlSH
 　　　　HOUSE」より作図）

 れた公的住宅の約40％はParlourを持つタイプであった。

 ただUnWin等の考え方が全く無視されたかと言えば決し

 てそうではない。上記のReportの中でも，“LivingRoom

 がCottageで最も重要な部屋である’’とされ，Parlourを

 持つ住戸は大きな割合を占めるべきことを指摘しながら

 も，それは“Livi㎎RoomやSculleryその他の基本的部

 分の最低のサイズをカットしてまで確保されるべきでは

 ないと考える。このような方法でしかParlourを設けるこ

 とができない場合は我々はそれを除くことをすすめる”と

 述べられているのである。又，Living　Roomの変化・発展

 という点でもこのReportは非常に重要な内容を持ってい

 た。それはLiving　Roomからの調理機能や汚れ作業の除

 去てある。委員会はそうした要求　　これが一面ては

 ParlourやSlttmg　Roomへの要求の背景てある　　が一

 貫して続いていることを指摘し，Sculleryの充実を図っ

 た。結論的には①調理は基本的にLivi㎎Roomでなされ

 るタイプ，②Sculleryでの調理が主となるが，Living

 Roomでも可能なタイプ，③すべての調理がSculleryで

 なされるタイプという三つの型を提案している。しかも

 Sculleryの充実とは言っても，そこがメインの居間とな

 り，Living　RoomがPar1ourとして使われることが無い

 ように注意すべきことまで指摘されている。

 　「TudorWaltersReport」に次ぐ大きな住宅基準の見

 直しとなったのは1944年の「Dud1eyReport」注4)であっ

 た。そこでは水道，電気，ガス等の公共サービスの拡大

 による生活様式の大きな変化を前提とし，Living　Room

 に於ける社会的側面や家族の休憩的利用への要求の高ま

 り，それを背景とした食事とのあつれき，食事と調理の

 場との強い結びつきを指摘し，基本的に以下のような二

 つの住戸タイプが提案された。一つはLiving　Roomと

 Kitchenwithspaceformeals，つまりダイニングキッ

 チンとUtilityを持つタイプ，もう一つはLiving　Room

 with　recess　for　mea1s，つまりリビングダイニングと

 Kitchen for cooking andlaundry，つまりワーキングキ

 ッチンを持つタイプである。即ちこの段階で初めて
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 Livi㎎Roomからの調理機能の完全な分離が示された

 のである。更にそこではParlourは旧式で廃れた意味を

 まとっており，それ故委員会はこれを採用しない旨明確

 に述べられている。このReportを補完する形で出版さ

 れた1949年から53年の「Housing　Manllal」掲載のプラン

 を見ると，もうほとんど現代のLiving　Room や Dini㎎

 Kitchen等と変わらない形の部屋となっている。しかし

 J．Bumettの前掲書によれば，実際にLivingRo㎝から

 の調理機能の移動が完成するのには1960年代までを待た

 ねばならなかったようである。（図3－12，13）

 　1961年の「ParkerMorrisReport」注5)は，それまでの

 Reportとは違って，各部屋毎に最低基準を定めるという

 ことをやめ，家族規模に応じた住戸面積の一某準をホすに

 とどめ，より自由なプランニングを保証しようとした。

 ただ，このReportのマニュアルとして60年代末から出

 版された「DesignBulletin」掲載のブランを見ると，基

 本的に「DudleyReport」や「HousingManual」の考え

 方を受け継いでいると言ってよい。こうして「Dudley

 Report」から「Parker　Morris　Report」の時代にかけ

 て，イギリスに於ても我が国のモダンリビングのLと類

 似したLiving　Roomが生まれたのである。Burnettは

 「Parker　MorrisReport」が客間について企くふれてい

 ないことを以て，それがParlourの死を公式に宣告した

 のだと述べている。このReport以降今日に至るまで，

 「Design　Bulletin」で示されたようなプランの住居は大

 きな変化も無く　　Llving　RoomのことをLoungeと

 呼ぶといった変化はあっても　　つくり統けられて来た。

 　このように見て来ると，今世紀初頭以来統けられた

 “Par1our　Question”，つまりParlourの必要性を巡る議

 論には一つの終止符が打たれたようにも思える。確かに，

 格式的な接客への要求は大きく後退したと言われるし，汚

 れ作業や調理から解放され，食事の場とも直接重ならない

 ように何らかの形で配慮されたLiving　Roomは，客を招

 き入れても以前程の問題は生じないであろう。しかし調理

 等から解放されたとはいえ，そこは接客を含む多様な行為

 の場であり，全く矛盾が無い訳ではないだろう。既に1968

 年の「Design　Bulletin  6Space in the home」では，住

 空間全体の構成の仕方とかかわらせて，primaryとOCCa－

 sional，noisyとquiet，tidyとuntidy等々の対立関係に

 言及しており，同14の「House　planning」では4人以上の

 家族の住居についてはdiningroomやkitchenwithdin－

 ingarea，あるいはstudy等が第二のlivingspaceとして

 在るか否かを問題としている。1983年には強制力は無いも

 のの，「ParkerMorrisReport」以来の基準の見直しを試

 みた「HOMES　FOR　THE　FUTURE」が公刊された。

 そこでは「Parker　Morris　Report」に盛り込まれた原則

 は今日でもなお妥当であるとしながらも，ライフスタイル

 の変化による基準の見直しが必要であるとされている。そ
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 図3－12　ダイニングキッチンタイプのプラン

 　　　　　（「Housing　Manua1」1949年版より作図）
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 　　　図3－13　ワーキングキッチンタイプのプラン

 　　　　　　　（「Housing　Manua1」1949年版より作図）

 の三つのポイントは収納，Kitchen，そして暖房システムで

 あるが，Livi㎎やDini㎎については，可能な場合には二

 つのliVing　areaを設けるべきであると述べられている。

 又，近年ではLiving　Roomに於けるくつろぎと接客等の

 あつれきについてふれた論丈もみられる。しかし，上述し

 たように雑．誌等に現われる住戸プランには大きな変化は

 無いし，市民向けのパターンブックにはLoungeと呼ばれ

 る広いLivi㎎ Roomを持つプランばかりが並んでいるの

 である。これをどのように解釈するかはなかなか難しい問

 題である。つまり，Living　Room及びその近辺でなされ

 る，接客を含む多様な行為問の矛盾は，現状の一般市民の

 生活様式の下では，かつてのParlourに対する要求のよう

 な，もう一つの部屋に対する明確な要求を生じさせる程の

 ものではない，あるいはその矛盾はDining近辺を第二の

 Livingとして使用するといった形で対応し得る程度のも

 のであると解釈するのか，この矛盾は空間分化を必要とす

 る程に大きいものであるが，現状の一般市民の住居水準で

 はそれを合理的に行えないためにこのようになっている

 と解釈するのか，といったことである。ただ，ここで想起

 すべきはR．Unwinが“どの住居にも十分に健康的で明る

 く，便利で広いLiving　Roomが設けられるまでは”云々

 と述べていたくだりである。イギリスのLiving　Roomの

 歴史は彼が語ったように，先ずは十分な広さや便利さを持

 つという段階の実現に向かったのだとの解釈も可能であ

 ろう。いずれにせよ何らかの要因で生活様式が変わる，あ

 るいは住居水準が変わるということがあれば，このLiving

 Roomもこれまでの歴史と同じように変化して行くであ

 ろう。ただ，その変化はJ．Bumettが機能主義者への批

 判の裏返しとして強調したステイタスシンボルとしての
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 象徴機能　　かつてのPar1ourは多分にこの側面が強か

 った　　を軸にしたものてはないてあろうし，何らかの変

 化はしても，Livi㎎Roomが誕生以来持って未た多様な行

 為の場であるという性格，複数の人間が一緒に時を過ごす

 場であるという性格には変わりはないものと考える。

 4　まとめ

 　第1章で述べたように，我が国ではリビングルームの

 成立・起源に関しては今和次郎氏の「リビングルームの

 誕生」に基づく説が広く流布して来た。それは内容的に

 は，リビングルームはアメリカのピューリタンの住宅に

 於て生まれたというものであり，その背景にはイギリス

 からのピューリタン移住者の“自分も，家族も，隣人も

 すべて神の子で，同格の存在者で”あり，“客もわが家の

 家族と同席で’’よいとする観念が想定されていた。

 　本研究では，この移住者達が元々住んでいた本国イギ

 リスを対象にして，そこでのLivingRoomの成立と変

 化・発展について分析・考察を行った。それによればイ

 ギリスのLiving　Roomは18世紀末に，農場労働者のため

 のCottageに於て成立したと考えられる。18世紀後半か

 ら19世紀にかけてCottageは二つの観、点から注目を集

 めた。一つは農場労働者の生活改善という杜会改良主義

 的視点であり，他の一つは所謂picturcsqueの視点であ

 る。前者の主要な論点は，多くの家族が不衛生で狭いワ

 ンルームの中でプライバシーも無く生活するという段階

 から，少なくとも就寝機能を分離させて生活の秩序化を

 図ろうとするものであった。当初この部屋，つまり就寝

 機能を分離させて後に残った部屋は，単にRoomと呼ば

 れたり，PrincipalRoomやDwellingRoom等とも呼ば

 れたが，次第にLiving　Roomという名称に収束して行っ

 た。つまりイギリスに於けるLivingRoomの成立に関し

 て言うならば，今和次郎氏がアメリカのピューリタンの

 住宅について語ったプロテスタント的平等観を背景にし

 たとは考えにくいのである。そこに若しキリスト教的精

 神を見いだすとすれば，悲惨な生活を送っていた貧しい

 農場労働者達の住環境，生活条件を改善しようという，

 慈善的，博愛的なものになるであろう。

 　Living　Romとの関連での後者，すなわちpictur－

 eSqueの主要な論点は，旧来の格式主義，フォーマリズム

 ヘの批判ないし否定である。この観点からH．Reptonは

 上流階級の住居に於てさえ，古いParlourやDrawing

 Roomから総合的なコミュニケーションや楽しみの場で

 ある広いLivingRoomへの転換を説いたのである。しか

 しこのクラスの住居では20世紀に入るまでそれはほとん

 ど普及しなかった。

 　18世紀後半からの産業革命は，都市への人口流入を加

 速度的に増大させ，都市の労働者のための住宅の供給，

 改善が大きな課題となり，19世紀にはTenement　House，

 Terraced　Houseのような集合住宅の中でLiving　Room

 は普及して行った。しかし，労働者階級上層部ないし下

 層中流階級の住居ではParourの設置が強く望まれ，そ

 れは労働者一般の憧れともなり，余り使われない

 Parlourをオモテに配し，活発に使われるLiving　Room

 を条件の悪いウラに配するというプランが一般化した。

 それに対して今世紀の初頭にR．Unwinはこの両者を一

 体化させ，広くて明るく，通風も良いという新たな

 Living　Roomを提案した。18世紀末に農場労働者の

 Cottageに於て誕生したLiving　Roomがいわば残され

 た空問として，結果的に雑多な行為を引き受けるという

 ものであったのに対し，UnwinのLivingRoomはその

 多目的性を積極的にとらえ，いわばそれをこの空間の機

 能的課題として遣求するものであった。

 　しかしながらこのUnWin等の提案は当時のイギリス

 ですぐに受け入れられた訳ではなかった。Parlourへの

 要求は依然として根強く，1918年の「Tudor　Wa1ters

 Report」に見られるように，政府の住宅基準に関する文

 書でもそれは認められ，Parlourを持つ住戸がその後も

 長くつくられて行った。この背景には単に成功や杜会的

 地位のシンボルとしての機能があるだけではなかった。

 イギリスのLiving　Roomはその誕生以来ずっと主たる

 調理の場であったのである。UnWin等が提案した

 LivingRoomもこの点では変わりがなかった。このこと

 が汚れやにおいや音から解放された，きれいなParour

 やSitti㎎Roomへの要求の背後にあったと思われる。

 事実，Living　Roomからの調理機能の分離は「Tudor

 Waelrs　Report」でも重視されていたし，1944年の

 「Dudley　Report」ではついに調理機能から解放された

 Living　Roomが提示された。そればかりではなくそこで

 は社会性や家族の休息的利用への要求の高まりを考慮し

 て，食事の場との直接的重なりをも避けようとしている

 のである。この後，1961年の「ParkerMorrisReport」

 を経て，このようなLiving　Roomは広く普及し今日に至

 っている。

 　以上に述べたイギリスに於けるLiving　Roomの成立

 と変化・発展の中から，この空間の特質を描くとすれば，

 まず第一にそこは多様な行為の場である，つまり多目的

 空間であるということであり，第二にそこは複数の人間

 が同時に時を過ごす，つまりコミュニケーションの空間

 であるということになろう。LivingRoom誕生以降の20

 年を顧みると，調理や汚れ作業が分離し，食事との直接

 的重複も避けられ，単純にとらえれば前者の多目的性は

 減じている訳だが，それは後者のコミュニケーションや

 それにつらなるくつろぎ，だんらんの機能を高めるため

 であったように思われる。食事との分離の仕方が微妙に

 ならざるを得ない点にそれは象徴的に現われている。現

 在この空間は一見非常に安定しているように見えるが，
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